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第５号
新庁舎特別号

宿場町の風景 木材で仕上げた軒の連なり 有孔パネルのイメージ（室内より）

外観イメージパース（府中街道側より）外観イメージパース（府中街道側より）
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　このたび、新庁舎の建物の配置や構造、各階の基本的なレイアウトなどを定める　このたび、新庁舎の建物の配置や構造、各階の基本的なレイアウトなどを定める
基本設計が完了しました。本号では、基本設計の概要についてお知らせします。基本設計が完了しました。本号では、基本設計の概要についてお知らせします。
　今後も引き続き、「市民に親しまれ、府中らしさを受け継ぐまちづくりの拠点とな　今後も引き続き、「市民に親しまれ、府中らしさを受け継ぐまちづくりの拠点とな
る庁舎」の実現を目指し、より詳細な検討を行う実施設計を進めていきます。る庁舎」の実現を目指し、より詳細な検討を行う実施設計を進めていきます。
　問合せは、政策課庁舎建設担当（３３５・４１２９）へ。　問合せは、政策課庁舎建設担当（３３５・４１２９）へ。

　けやき並木に象徴される自然の美しさ、大國魂神社などの歴史的資産、
市民の活気といった府中の魅力を最大化する庁舎を目指します。
　府中宿をはじめとしたかつての宿場町は、まちをつなぐ街道沿いに存
在し、旅

は た ご

籠、商店、茶屋などが軒を連ね、常に人々が行き交い、にぎわいに
あふれている場所で、旅の休息地であり、出発点でもありました。
　府中市庁舎もまた府中駅と府中本町駅のにぎわいをつなぐ場所にあり
ます。このような立地を生かし、用がなくても立ち寄れる、常に人の活気
にあふれた「現代の宿場町」のような庁舎をコンセプトとします。
●府中宿を受け継ぐ軒の連なり
　かつての宿場町の軒が連続する印象的な風景を継承します。建物形状を
周辺のまち並みと呼応するように適度に分節し、重ね合わせることで、テ
ラスや連続する軒下空間をつくります。軒裏は多摩産の木材で仕上げるこ
とで、樹木と親和性
の高い温もりのある
質感とし、店先で休
憩したり、雨宿りを
していた宿場町の風
景を再現します。

●まち並みと呼応する「おもや」と「はなれ」
　周辺環境へ配慮し、低層としながら
も最大限の執務面積を１期工事の「お
もや」で確保し、基本的な庁舎機能を
賄うことができる計画とします。
　庁舎機能移転後、図書館などが入る
「はなれ」を建設します。「おもや」と
「はなれ」は、市民に開かれた外部空間
である「通り庭」により緩やかにつな
がります。

●外と内をやわらかくつなぐ有孔パネル
　格子戸や看板が連なる様子もまた宿場町の印象的な風景の一つです。格子戸
は、内外を隔てながらも、通風や採光、人の気配を伝える役割を担っていました。
　外装材として使用する有
孔パネルは、さながら現代
の格子戸のように風や光、
視線をやわらかく透過し、
建物内には木漏れ日のよう
な光が入ってきます。
　場所によって開口率や密
度、貼り方を変えることで、
環境負荷低減にも効果的で
あり、プライバシーへの配
慮を行うことも可能です。

新庁舎のデザインコンセプト新庁舎のデザインコンセプト

新庁舎の基本設計が完了しました新庁舎の基本設計が完了しました

にぎわいをつなぐ現代の宿場町にぎわいをつなぐ現代の宿場町
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◆地震時の災害想定◆
時間
経過

災害拠点として
果たすべき機能 新庁舎に整備する設備・システム

０
日

震
災　

発
生
時

安全確保／無被害
・免震構造 ・明確な避難動線計画
・高耐震化 ・自家用発電機72時間運転
・無天井化 ・電源２系統受電
・家具転倒防止対策 ・通信の多重化

０
〜
１
日

１
日

災害対策本部設置／
情報収集、発信／イン
フラ確保

災害対策本
部機能／災
害備蓄倉庫

飲料水確保 便所確保 電源確保／照明
確保／情報発信

弱者対応スペー
スの確保

２
〜
３
日

３
日
ま
で

 各避難場所、関係機
関、ネットワーク構築
／安否情報発信／炊
き出し支援／重要業
務開始／応援者受入

４
〜
７
日

７
日
ま
で

物資受入れ、配分／交
通復旧開始／インフ
ラ復旧開始／ボラン
ティア受入

燃料補給 受入れ先
への移送

８
〜
31
日

１
カ
月

通常業務開始／帰宅
支援

給水車

水道復旧

汚水回収

下水道復旧

送電復旧

基本方針３　　災害時の庁舎機能を確保できる庁舎　環境負荷低減に配慮した庁舎基本方針３　　災害時の庁舎機能を確保できる庁舎　環境負荷低減に配慮した庁舎

・ 大地震などの災害発生時にも行政機能を継続維持できる庁舎とします。災
害対策本部関連諸室の集約化、備蓄倉庫の設置、「通り庭」を有効活用した
防災広場を計画します。

・ 十分な耐震性を備え、構造方式には最も信頼性の高い免震構造を採用しま
す。

・ 環境負荷の低減や省エネルギーに配慮した環境にやさしい庁舎とす
るため、「自然通風」「自然採光」「高効率機器」「再生可能エネルギー利
用」などの省資源・省エネ・長寿命の設備を導入します。

●救護活動支援スペースなどの確保
　「おもや」１階ロビーを市民が一時的に待機できる場所として想定します。ま
た、「通り庭」に救援物資などの仮置スペースを計画し、「はなれ」のピロティ部分
は、屋根付きの災害活動支援エリアとして計画します。
●災害発生後、継続した災害活動が可能な庁舎
　非常用発電機、給排水などの設備は在館者（職員900人、市民100人を想定）３
日分の容量で計画します。
　また、災害活動に必要とされる庁舎の機能を考え、役割に応じたエリア設定を
計画し、各エリアに要する空調、給排水、照明、コンセント及びエレベーター１台
が、非常用発電機によって稼動します。

基 本 方 針基 本 方 針
●防災危機管理課と連携した災害対策本部の設置
　「はなれ」４階に防災危機管理課を設置し、隣接して災害対策本部、準災
害対策本部を計画し、円滑な支援対応を可能とします。また、災害対策本
部と同階の「おもや」４階に市長室・副市長室を計画するなど、災害時には
速やかに災害対策本部を設置することが可能な配置とし、災害対策本部
室には映像設備などの必要な機器類を整備します。

２～４ページでは、府中市庁舎建設基本計画の方針を具現化した、４つの基本設計の基本方針について説明します。

●柱頭免震構造の採用
　新庁舎の免震装置は地下１階柱頭に設置し、免震ピットを地下駐車場
として有効利用する「柱
頭免震構造」とします。
　「おもや」と「はなれ」は
１階の床でつながる１棟
の構成で、地上では屋外・
屋内ブリッジにより接続
しています。接続部には
伸縮継ぎ手を設け、構造
的に分離します。

仮眠室
シャワー室

免震装置
免震側と非免震側の
中間に免震装置を設置

１棟の建物構成
免震側に建物を計画エキスパンション・ジョイント

伸縮継ぎ手を配置

報道機関対応用会議室
・ 記者クラブ11社
　各社２人（35㎡以上）

情報システム課

予備室 ４階平面図（災害時）

断面概念図

１棟の建物構成１棟の建物構成

断面イメージ図断面イメージ図

地下駐車場地下駐車場

屋内屋内
ブリッジブリッジ
通り庭通り庭

関係機関用会議室
■警察／消防／自衛隊
・ 各5人（87㎡以上）

準災害対策本部
■本部応援員45人
・ 情報受付班
・ 情報分析班
・ 広報班
・ 経理班
・ 通信班
・ 情報表示班
87㎡以上
（共用スペース含む）

災害対策本部

市長室・副市長室

連携

屋根部分の
雨水を集水

床吹出し空調とし、天井
や空調機器をなくすこと
で地震時の安全性を確保 複層ガラスによる

高断熱・高気密化

自然通風・自然排煙

太陽光発電利用

庇
ひさし

・有孔パネルに
よる日射負荷低減自然光

きめ細かい
照明制御

LED照明

有孔パネルによる
視線の遮へい効果

自然通風

機械室

議場
議会エリア

執務エリア

執務エリア

雨水貯留槽 ピット ピット

地下駐車場

「通り庭」

「はなれ」

「おもや」

ピット ピット

待合ロビー

執務エリア

執務エリア

執務エリア 執務エリア

執務エリア

執務エリア

情報コーナー
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◆各階の主な配置◆
おもや はなれ

６階 機械室 ー

５階 議会エリア、傍聴・展望ロビー 展望テラス（屋上）

４階
市長室、副市長室、政策課、財政課
総務管理課、職員課、財産活用課
建築施設課

防災危機管理課
選挙管理委員会事務局
監査事務局、災害対策本部室

３階

契約課、住宅勤労課、経済観光課
環境政策課、地域安全対策課
ごみ減量推進課、子育て支援課
保育支援課、児童青少年課、総務課
学務保健課、指導室

文化振興課、ふるさと文化財課
生涯学習スポーツ課、管理課
計画課、土木課、公園緑地課
下水道課、建築指導課、地区整備課

２階
広報課、保険年金課、市民税課
資産税課、納税課、生活援護課
出納課

広報課、市民活動支援課
市民協働ラウンジ、図書館

１階
総合窓口課、地域福祉推進課
高齢者支援課、介護保険課
障害者福祉課

情報コーナー、多目的スペース
歴史コーナー、視聴覚スタジオ
売店、レストラン

地下１階 地下駐車場、　バイク駐車場

※記載されている部署名は、現時点における想定を参考に記載したものです。

府中駅と府中本町駅をつなぐ庁舎

鳥
ちょう

かんイメージパース（敷地南西側より）

内観イメージパース（おもや３階通路を西側より）

基本方針１　　市民に開かれ、人々の多彩な活動が生まれる庁舎基本方針１　　市民に開かれ、人々の多彩な活動が生まれる庁舎

基本方針２　　府中の魅力を象徴する、まち、自然と一体になった庁舎基本方針２　　府中の魅力を象徴する、まち、自然と一体になった庁舎

・ 「おもや」の低層階に来庁者の利用が多い部署を集約配置し、サービス
を提供しやすい施設とします。「はなれ」の低層階には多彩な市民活動
や市民協働を支える多目的スペース・ラウンジを計画します。

・ 「通り庭」に面して庁舎機能や市民協働の場を設け、市役所に訪れた人
はもとより「通り庭」を散歩道にする人など、誰もが気軽に訪れやす
く、多様な活動が生まれる開かれた庁舎を計画します。

・ 庁舎の主たる機能を担う「おもや」と、庁舎機能を補完し、市民協働を
支える「はなれ」、そして市民に開かれた「通り庭」で構成します。これ
ら３つの空間が絡み合い、補い合うことで、市役所としての機能性を
十分に発揮しながらも市民に開かれ、自然と一体になったこれからの
時代を象徴する庁舎となります。

・ 「通り庭」は市民に開かれた府中らしい多彩な活動が繰り広げられる
場です。大國魂神社、京王線府中駅とＪＲ府中本町駅の周辺のにぎわ
いをつなぐ役目を果たす、市役所のシンボル空間となります。

●大國魂神社と連続する仕上げ
　「通り庭」は大國魂神社の参道を引き込むようにタイル貼りを基調とした
仕上げとします。また、けやき並木から大
國魂神社の杜

も り

へと連なる緑を敷地内まで
連続させることにより、まちの自然と一
体になった広場としています。
●まちとつながる照明計画
　「通り庭」には、軒の連なりに沿うように
照明を配置し、夜間でも街路のように安心
して通行することができるようにします。

また、敷地の中から
ほんのりと光が漏
れ出し、まちの明か
りと連続する計画
です。

基 本 設 計 の基 本 設 計 の

●外観デザインの考え方
　建物を低層に抑え、外壁面を分節することで周辺のまち並みのスケール
と調和した計画とします。
　また、建物の随所に軒下空間
や通り抜けができる場所を設
けて、市民の憩いの場や生活動
線をつくります。
　日射や視線を制御する役割
を担う有孔パネルで建物全体
を包みます。有孔パネルの開口
率を場所ごとに調整すること
で、日射負荷の低減や近隣建物
へのプライバシーに配慮した
計画とします。
●外装材料
　外装材料には、有孔パネルと
いう「高耐食溶融亜鉛めっき鋼
板」に孔（あな）をあけた材料を
使用します。この有孔パネルは、
周辺の景色を映し込み、大國魂
神社の緑とも調和する素材で、
室内には木漏れ日のような柔ら
かな光を透過します。また、耐久
性に優れ、長寿命かつメンテナ
ンスフリーで、環境にも配慮し
た材料です。

地
域
福
祉
推
進
課

地
域
福
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進
課

介
護
保
険
課

介
護
保
険
課

障
害
者
福
祉
課

障
害
者
福
祉
課

高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
支
援
課

生活援護課生活援護課

広報課広報課

市民協働市民協働
推進本部推進本部

学務保健課学務保健課
指導室指導室
総務課総務課

広報課広報課

府中駅府中駅

府中市庁舎府中市庁舎

大國魂神社大國魂神社

府中本町駅府中本町駅

ふるさと文化財課ふるさと文化財課
文化振興課文化振興課

下水道課下水道課
土木課土木課
管理課管理課

生涯学習生涯学習
スポーツ課スポーツ課

総
合
窓
口
課

総
合
窓
口
課

守衛室守衛室

WCWC

WCWC

EVEV
車寄せ車寄せ

（ピロティ）（ピロティ）

歩行者動線歩行者動線

EVEV EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEV

EVEVEVEV

総合案内総合案内

ロビー

レストラン

WCWC WCWC

WCWC

WCWC

WCWC
WCWC

WCWC

WCWC
WCWC

WCWC

WCWC

WCWC

情報情報
コーナーコーナー

「おもや」「おもや」

「はなれ」「はなれ」
１階

２階 ３階

多目的
スペース

視聴覚視聴覚
スタジオスタジオ

メインメイン
エントランスエントランス

歴史歴史
コーナーコーナー

地下へ地下へ

会議室会議室
会議室会議室

会議室会議室

会議室会議室 会議室会議室
市民協働市民協働
ラウンジラウンジ

会議室会議室

会
議
室

会
議
室

駐車場駐車場
出入口出入口

売店

図書館
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全体工程計画全体工程計画

１ １期（おもや）工事 ２ おもや運用開始　既存庁舎解体工事 ３ ２期（はなれ・外構）工事 ４ はなれ運用開始（完全稼働）

仮囲い

工事車両動線

工事車両動線工事車両動線 工事車両動線工事車両動線

利用者動線利用者動線 ブリッジブリッジ

車両動線車両動線

１期工事
「おもや｣建設 「おもや｣運用開始 「おもや」 「おもや」

「はなれ」運用開始

北庁舎

西庁舎

既存庁舎

東庁舎
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利用者動線
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西庁舎
解体①

東庁舎
解体②

北庁舎
解体③

２期工事
「はなれ」
建設

利用者動線利用者動線

計画概要 概算工事費

多目的トイレイメージ

　基本設計において建物の具体的な配置や構造などが明らかに
なったことから、次のとおり建設工事費と解体工事費を見直しまし
た。具体的には、上記の全体工程計画の見直しによる影響や、地盤調
査の結果による杭基礎への変更に加え、建設資材や労務単価の上昇
などを考慮した内容としています。
　なお、財源については、基金と起債を活用することを基本として
財政負担を平準化することにより、単年度の影響を軽減し、ほかの
事業に影響を与えないよう取組んでいきます。

建設工事費 　158.8億円
解体工事費 　10.0億円

計 画 地 　府中市宮西町２丁目24番地（現在地）
敷地面積 　約11,900m2

構造種別 　免震構造（地下１階柱頭免震）・鉄筋コンクリート造
基礎形式 　杭基礎
建築面積 　約6,600m2（計画暫定面積）
延床面積 　約33,500m2（計画暫定面積）
階　　数 　「おもや」　地下１階　地上６階、「はなれ」　地下１階　地上４階
高　　さ 　「おもや」　約30ｍ、「はなれ」　約20ｍ
駐車場等 　地下駐車場　約180台、駐輪場（地上）　約700台

　仮設庁舎を必要としない建替計
画として、はじめに、拡張する敷地
に「おもや」を建設します。

　既存庁舎の機能を「おもや」に移
転します（一部、府中駅北第２庁舎
への移転を検討）。

　解体した既存庁舎の場所に「はな
れ」を建設し、外構工事を行います。

　府中駅北第２庁舎などの部署が
「はなれ」に移転し、完全稼動となり
ます。

●誰もが安心して利用できる施設計画
　誰もが利用しやすく快適な庁舎とするため、「府中市ユニバーサルデザイ
ン５つの視点」に基づいたユニバーサルデザインの実現を目指します。
●ゆとりのある通路幅
　敷地内の通路や庁舎内の廊下は極力段差のない構造とし、また、歩行者と
車椅子利用者に配慮したゆとりのある幅員を確保します。
●多目的トイレ
　各階に誰もが利用できる多目的
トイレを設置します。
　また、フロアごとの利用者層を
考慮し、多様な要求に対応できる
トイレ計画とします。１階には重
度障害者用トイレなどを設置しま
す。

●サイン計画の３つの考え方
・誰にとっても分かりやすい（障害者、高齢者、外国人に分かりやすく）
・建物とランドスケープとの融合（建物本体と通り庭の構成を生かす）
・可変性・更新性（時代やニーズの変化に対応できる可変性・更新性）
●ユニバーサルレイアウトの活用
　将来にわたり業務量の増減や組織改正などにより、部署の構成が変わる
ことがあるため、職員が使用するデスクなどを同じものにし、各課のレイア
ウトを統一することで、柔軟に対応できるようにします。

基本方針４　時代やニーズの変化に対応できるフレキシブルな庁舎基本方針４　時代やニーズの変化に対応できるフレキシブルな庁舎

• 庁舎内へのスムーズな動線、分かりやすいサイン計画、充実したトイ
レ計画により、誰もが安心して利用できる施設計画とします。

• 高度情報化に対応できる庁舎とし、事務の効率化を図り、質の高い市
民サービスを提供します。

• 執務空間は大きく広がるフレキシブルな空間とします。機能性と経済
性のバランスを取りながら、多様なニーズに対応できる可変性と更新
性に優れた計画とします。

　基本設計において具体的な検討を行うなかで、工期や移転に係る期間を見直し、庁舎建設工事全体で67か月を要する計画としています。今回定めた基本設計を
もとに実施設計を進め、実施設計完了後には、工事事業者の選定など必要な手続きを経て、建設工事に着工します。具体的な着工時期については、詳細が固まり次
第、改めて広報などでお知らせします。

コピーコーナー

ローカウンター
相談ブース
（個室） 相談ブース（オープン）ハイカウンター

部長席一般席 課長席多機能スペース

ローキャビネット

◆執務室のスタンダードレイアウト◆
ハイキャビネット

庁舎建設工事
合計67か月

１期（おもや）工事
22か月

既存（西・東・北）庁舎解体工事
22か月

２期（はなれ・外構）工事
20か月

おもや稼働 完全稼働移転
３か月

移転
２か月


